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新年あけましておめでとうござい
ます。東四国地協加盟各労組の組合
員の皆様におかれましてはご家族お
揃いで新しい年をお迎えのこととお
慶び申し上げます。

昨年は、第二次大戦後７０年という節目を迎えた
中で「憲法の解釈」「安保法制」を巡って老若男女
問わず多くの国民がその動向に注目しました。国会
前でのデモ行動や、強行といえる採決の実況放送に1
960年の「安保闘争」を思い起こした方々もいらし
たのではないでしょうか。

戦後の日本、世界の中でも安全な・安心な国と評
価されてきた背景には憲法９条の遵守がありますが、
「日本だけが平和でいいのか」という海外からの疑
問や世界平和への貢献と期待、また同盟国からの様々
な圧力にどう対応していくのか、国民の安全を前提
としながらも大きな課題を背負うこととなりました。

一方私たち生活者においては、「アベノミクス新
３本の矢」や一億総活躍社会の実現と東京五輪成功
に向けた環境整備など華やかに見える部分はあるも
のの、その恩恵にあずかるのは一部の高所得者に限
られ、まだまだ広く国民への「果実」は拡がってい
ない現状にあります。今国会では、消費増税を前に
した軽減税率の導入や介護離職者ゼロ対策、消費喚
起に向けた低所得者への給付、外国人労働者の活用
など過去から言われてきた諸課題について遅まきな
がらの議論が始まることになります。他にも、少子
高齢化・都市と地方との格差・雇用環境の格差拡大
と脆弱な社会保障など、生活者を巡る重要な諸課題
へも迅速な対応が求められていますが、今の政権と
私たち生活者との生活感における距離は遠のくばか
りではないでしょうか。

そして今年７月には参議院議員選挙が施行されま
す。電機連合では組織内公認候補として「矢田わか
子」氏(パナソニック労組出身)を擁立し、現在電機連
合加盟労組及び関係・協力労組を中心に支援活動を
展開しております。電機産業を代表する「一議席」
を死守すべく、全国に広がる電機連合の仲間が全力
を挙げて支援活動を展開しております。東四国地協
におきましても、これからも支持者拡大と並行して
様々な支持確認活動に取り組んでまいりますので、
最後までのご支援ご協力をお願いいたします。

今年の干支は「申」です。「申」…といっても動
物の「猿」とは直接関係は無いようです。とは言え、
申年にちなんで日光東照宮にある「見ざる・聞かざ
る・言わざる」は有名ですね。「とかく人間は自分
にとって都合の悪いことや相手の欠点を、見たり聞
いたり言ったりしがちだが、それらはしないほうが
よい 」という戒めですが、今日の一般社会を考え
ますとこんな現状が垣間見られるのではないでしょ
うか。
見ざる＝物事の本質的な現状を見ようとしない
聞かざる＝人の話を聞こうとしない
言わざる＝自分の意見を言わない
いわゆる、「事なかれ主義」と
でも言えますか。どちらにせよ、
私たちの組合活動では決してあっ
てはならない行為と受け止め、
前向きにそして当事者意識をもっ
て取り組んでまいりたいと思い
ます。

最後に、皆様方と家族ご友人の皆さんにとって、
賑やかで明るく楽しい一年となりますようご祈念し
新年のご挨拶といたします。

電機連合東四国地方協議会 議長 西川啓二

２０１６年 (平成２８年 )
謹んで新年のお慶びを申し上げます

「くらしの法律相談」ご利用ください！！

電機連合では、セーフティネット構築の一環として、地域に密着した「くらしの法律相談」ネットワー
クを整備しています。一人で考えるより、まずは、くらしの法律相談の顧問弁護士に相談してみてくださ
い。相談方法は、組合員のプライバシー保護の観点から、顧問弁護士への直接相談を基本としています。
弁護士スケジュール調整のため、各組合にあります「くらしの法律相談申込用紙」に必要事項を記入し、
電機 東四国地協事務局経由とさせていただきます。相談は基本的に無料ですが、実務などが発生した場合
でも、個別の事情に合わせて安心できる費用で対応しています。
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あけましておめでとうございます。
本年がご家族を含めた組合員の皆さ
んにとって幸多い年となることを心
からお祈り申し上げます。

昨年を振り返りますと、2015年
闘争では２年連続のベア実施となり、また金額も3,0
00円とベア方式では過去最高額獲得となりました。

電機産業の動向は円安基調が続く中、全体的には
堅調といえますが、企業間の業績差がさらに顕著に
なってきています。また、中国リスクの影響により
後半はさらに厳しさが増してきており、先行きの懸
念も強まっている状況にあります。

政治情勢も一強多弱の状況が続く中、労働者派遣
法改正や安全保障法案が成立するなど、私たちにとっ
て厳しい結果となりました。

さて、迎える本年は政治情勢や電機産業を取り巻
く情勢からみて、私たちを取り巻く環境は厳しい１
年となると思われますが、厳しさを乗り越えて運動
を前進させていかなければなりません。

直面する３つの課題について触れておきたいと考
えます。

第１点は７月実施予定の第24回参議院選挙です。
すでに電機連合は昨年３月に公認候補としてパナソ
ニックグループ労連出身の「矢田わか子」擁立を決
定し、傘下組織で支持拡大活動に取り組んでいただ
いていますが、取り巻く情勢はこれまで経験したこ
とのない難しく厳しいものとなっています。現在の
政治情勢をバランスのとれたものにするため、そし
て本人の大きな決断に応えるためにも、電機連合の
組織の総力で対応していく必要があり、皆さんのご
理解とご支持を重ねてお願いしておきたいと思いま
す。

第２点が2016年闘争です。連合や金属労協の方針
を踏まえ、電機連合として今要求案を論議していま
すが、組合員の生活実態や、物価動向、経済情勢、

産業情勢、また、この２年で一段と強まっている闘
争の果たすべき社会的役割を踏まえ、間違いのない
ものにしていくことが重要だと考えます。
また、今次闘争では賃金だけではなく、ワーク・ラ
イフ・バランスの実現、政策制度要求実現のセット
で取り組み強化を図っていくことが重要だと考えま
す。電機産業の足元の厳しさや、先行き懸念を乗り
越え、統一闘争をより強化し、電機連合として果た
すべき役割を認識し、結果を出すべく交渉に全力で
取り組んでいきたいと考えます。

さらに、2016年闘争は「統一闘争強化」に向けた
新たな取り組みの２年目となります。各組合が政策
指標やベンチマーク指標を活かし、格差圧縮などに
しっかり取り組むとともに、業績が好調な組織は主
体的な処遇改善にも取り組むことをお願いしていき
たいと思います。

第３点は、運動の強化と組織拡大の取り組みです。
安倍政権は数の力を背景に、昨年の労働者派遣法改
正に続き、さらなる労働者保護ルールの改悪に突き
進むとのではと懸念されますが、今の政治情勢から
考えれば、その動きを阻止するためには、私たちの
思いを世論に訴え共感を呼ぶ強力な運動を展開して
いくしかありません。

そのためには、まず自分たちの足元を強化（組織
力強化）し、仲間を増やすことが重要です。その観
点で日常における組織強化や組織拡大に全力で取り
組むことをお願いします。

以上、新年にあたっての思いを述べましたが、厳
しさを乗り越え、運動の前進に全力を尽くすことを
改めてお誓いするとともに、皆さんのご支援とご協
力をお願いします。

組合員ならびにご家族の皆さんのご健勝、ご繁栄
を祈念し、年頭のあいさつとさせていただきます。

電機連合 中央執行委員長 有野正治

明けましておめでとうございます。
さて、本年は我が国にとって大き

な節目の年となりそうです。まず、
７月には参議院議員選挙が行われま

す。この選挙は政権選択の選挙ではありませんが、そ
の結果は、我が国の進む道を大きく決定づけるものと
なります。民主党としては、安倍政権の暴走を食い止
め、勤労者の生活と雇用を守る政治を取り戻すこの闘
いに党の命運をかけ、全力で議席の確保をはかってい
く所存です。組合員の皆様におかれましては、矢田わ
か子さんの支持拡大に向け格段のご協力をお願い申し
上げます。とくに、選挙権年齢が18歳に引き下げら
れますので、御子弟の皆さんにもお声掛けいただき、
選挙の新しい流れをつくってほしいと思います。

本年は「団塊の世代」のリタイアー数がピークに達

すると言われています。ますます少子高齢化の度合い
が強まり、労働力人口が減少していくわけですが、社
会保障制度が安定的に維持されるのかという課題とと
もに、「ものづくり」力の停滞も気になります。我が
国製造業を維持発展させるための大胆な政策を追求し
ていかなければなりません。

経済の成長と社会の安定にとって様々な課題が山積
する中、次の世代に確かなものを残していくために、
本年も「ものづくり日本！」を高く掲げ、国政の場で
全力を尽くしていく所存です。引き続きのご支援、ご
協力をお願い申し上げますとともに、組合員の皆様の
ご健康とご活躍をお祈り申し上げます。

電機連合政治顧問 参議院議員 加藤敏幸
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『The(ザ) moment(モーメント)
of(オブ) truth(トゥルース)』（＝勝
負の瞬間）に向かって「時」は今も
止まることなく、前へ前へと進んで

います。今年は３年に一度の参院選イヤー。気がつけ
ば残り200日足らず。“オメデトウの祝杯”も封印
して、昨年、政治の世界で起きたことを思い返しつつ、
皆さんと一緒に全力投球していきたいと考えています。

一方、産業界の昨年を振り返ると、IoTや人工知能、
インダストリー4.0など数多くのキーワードが登場し
ました。そしてそれらは今後、単なる流行を超えて日
本の製造現場を根底から変革すると言われています。
専門家からはこれまでの「モノづくり」から「モノの
サービス武装」の時代へと認識を改めるべきだとの意
見も出ています。ジェットエンジンを例にとれば、従
来の単品売切り型ビジネスでなく、今後は何百ものセ
ンサ－をエンジンに搭載し、そのビッグデータ解析に
基づき「この天候ならこの飛行ルートで燃費や時間を
何％稼げる」等の情報も売買されるというのです。航
空会社は突き詰めれば、旅客を安く速く運ぶ手段が欲
しいのですから、そのニーズに正面から応えようとす
れば、単に優れたエンジンを納品しても満点にならな
いのです。こうした「モノのサービス武装」モデルが
いま日本の製造業復活のカギとして大きく浮上してい

ます。
そしてこのモデルを政治の世界に応用するとどうな

るでしょうか。現在、私は党の政策調査会副会長とし
て参院選マニフェストの取りまとめに参画しています
が、重要なのは、完成品が選挙で評価されるか否か
（いわば売切り）だけでなく、その内容を支持者の方々
と共有しバージョンアップを重ね、より納得のいく、
元気の出るものへと改良し続けることではないでしょ
うか。商品であるマニフェストを党内でまとめた後、
“選挙で売り切って終わり”ではなく、その後も顧客
と関わり合いを持ち続ける、そういう真の意味での共
生関係が今後より重要となってくると考えます。その
ためには皆さんからの率直な意見や要望が必要です。
“真空”から政策をつくることはできません。政治は
誰かがどこかで担当するものでなく、全員参加の超･
すり合わせ作品です。その意味でも、今年も一年、ど
うぞ皆さんからの熱いご指導とご支援を何卒よろしく
お願い申し上げます。
また、最後になりましたが、ご家族皆様のご健康とご
多幸をお祈り申し上げ、御礼と年頭のご挨拶とさせて
いただきます。

電機連合政治顧問 参議院議員 石上としお

新年あけましておめでとうござい
ます。ご家族、ご友人と共に健やか
な新年をお迎えになられたこととお
慶び申し上げます。

電機連合加盟組合のみなさまには、昨年７月に開催
されました第63回定期大会にて、組織内公認候補と
してご確認をいただいて以降、様々なご支援を賜り心
より御礼申し上げます。

さて、今の日本社会は、人口減少・超少子高齢化・
格差拡大・社会保障の給付と負担の問題など、私たち
の暮らしや職場にまつわる様々な課題が同時進行して
います。

私は会社員となって約30年、その間に結婚や出産、
子育ても経験し、会社員・組合役員・生活者として、
それぞれの立場で様々な問題を感じ、その解決に取り
組んできました。
しかし、私たちの将来、子どもたちの未来などを考え
ると、本当にこのままでよいのか、また次世代にこの
まま渡してよいのか、という想いが募ったこともあり、
電機連合の代表として国政に挑戦することを決意いた
しました。

私の政策は、電機連合の政策・制度の実現を基盤に、
これまでの経験や課題認識から、「働く」「暮らす」
「育てる」の三本を政策の柱とさせていただきました。

「働く」とは「誰もがイキイキと働ける社会」、
「暮らす」とは「将来にわたって暮らしを支える社会」、
「育てる」とは「子どもを健やかに育てられる社会」
を実現することであり、私たち電機産業としても、ノ
ウハウや高い技術力を生かして、安心・安全な社会づ
くりの実現に貢献することができます。

これまで全国の電機連合加盟組合を訪問させていた
だく中で、みなさまの声を直接耳にし、現地で現物を
見ることで、みなさまの想いや悩みに共感しました。

そして、私の政策へ込めた想いを改めて実感すると
ともに、しっかりと取り組まなければならないという
決意と確信に繋がりました。

私のスローガンでもあります「あなたと動けば、未
来は変わる。」には、私一人の力ではなく、みなさま
とともに多くの社会の問題を一つ一つ解決し、私たち
の明るい未来を創っていくこと、そのプロセスにも大
きな意味を込めております。

私「矢田 わか子」は、私たちの明るい未来づくり
と、電機産業のさらなる活性化をみなさまと共に実現
するため、全力で頑張ってまいります。

引き続き、みなさまからのご支援とご協力を心より
お願いいたします。

電機連合 組織内公認候補 矢田わか子
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電機連合 中国・四国ブロック 2015年度 ユニオンセミナーを開催

2015年10月30日(金)～31日(土)に香川県宇多津町「ホテル サンルート瀬戸大橋」にて2015年度
中国・四国ブロック ユニオンセミナーを開催しました。
このセミナーは毎年電機連合の組織強化期間に開催しています。ブロック内の加盟組合執行委員
を中心に産別運動に対する理解の醸成を図るとともに、電機産別に携わる仲間意識や組合活動の情
報交換を目的としています。
今年度については政治活動への啓発を図り、電機連合が求める産業・社会政策の実現に向けた取
り組みの重要性を気づいていただく内容としました。終盤には、電機連合組織内公認候補の「矢田
わか子」さんから政策講演をいただきました。「矢田わか子」支援活動も拡大時期でもあり「あな
たと動けば未来は変わる」キャッチフレーズの実現に向けて参加者の皆さんのこれからの活動への
動機づけができました。

電機連合組織内公認候補

矢田わか子、３つの『やります！』
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電 機 連 合 東 四 国 地 協 福 祉 共 済 促 進 会 議 を 開 催

2015年12月19日(土)に徳島市「徳島ワシン
トンホテルプラザ」において東四国地協 福祉
共済促進会議を開催しました。

相互扶助(助け合い)の取り組みとして電機連
合産別共済は充実した保障内容と、将来への
安心づくりに適した制度になっています。今
年度からは、新たなプランとして「フレッシャー
ズプラン」(若年層向け)を提案します。そのプ
ランの内容とライフステージに対応した全労
済共済とのハイブリット加入メリットを参加
者の皆さんに提案しました。相互扶助として
産別共済をまず知っていただく取り組みを推
進していただく確認ができた会議でした。
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電機連合は、国際協力NGOジョイ
セフと協力し日本からアフガニスタ
ンの子どもたちにランドセルを贈っ
ています。
昨年度から東四国地協としてもそ

のプロジェクトに参画し、18個の
ランドセルと未使用学用品を贈りま
した。

SAKURAプロジェクトは例年春
季に取り組みを行っておりますが、
2015年度については秋季に行うた
め、寄贈可能なランドセルを保管し
ておいていただきたいと思います。

皆様のご協力をお願いします。

2015年度 『SAKURA(サ・ク・ラ)プロジェクト』の取り組みについて

【応募用紙】

【応募要領】
応募用紙に、必要事項をご記入の上、下記 東四国地協事務局までご応募ください。
★締 切 2016年2月２９日(月)
★応募先 電機連合東四国地方協議会

〒763-8516 香川県丸亀市蓬莱町8番地
FAX 0877-24-7596
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『
パ
ズ
ル
の
解
き
方
』

「
西
遊
記
」
を
も
と
に
、
リ
ス
ト
の
漢
字
を
使
っ
て
３
文
字
の
熟
語
を
完
成
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
網
か
け
に
な
っ
て
い
る
「
多
」
「
計
」
「
人
」
の
例
の
よ
う

に
、
線
で
結
ば
れ
た
マ
ス
に
は
同
じ
漢
字
が
入
り
ま
す
。
全
て
の
マ
ス
が
埋
ま
っ

た
と
き
、
リ
ス
ト
に
漢
字
が
３
文
字
残
り
ま
す
。
そ
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、

３
文
字
の
熟
語
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
言
葉
が
答
え
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
千
円
を
30
名
の
方
に
進
呈
い
た
し
ま

す
。

組
合
名

職
場
課
名

氏
名

答
え



2016年 1月 東 四 国 地 協

電機連合組織内公認候補 「矢田わか子」さんが東四国地協に来られました

電機連合組織内公認候補「矢田わか子」さんの支援活動の一環として、地協内構成組織巡回が、20
16年1月12日(火)～13日(水)で実施されました。限られた日程にもかかわらず、各組織で「矢田わか子」
支援集会や意見交換の場を設定いただきました。「矢田わか子」さんは全国を巡回することもあり、
東四国地協へは初めての来協でした。
参加された皆さんを含めて、引き続く支援活動にエンジンがかかる巡回でした。

1月12日

パナソニックヘルスケア労働組合 脇町支部
食堂にて政策講演を

させていただきました。

12:15

大真空労働組合 徳島支部

パナソニックエナジー労働組合 徳島支部
松 茂 加 藤 労 働 組 合

執行部の皆さんと
意見交換をさせていただきました。

14:00

大ホールにて支援集会で
講演をさせていただきました。

17:30

働く我らの代表「矢田さん」
一心同体で応援します！

電機連合で働く我々の仲間
「矢田さん」を全力で応援します！

電機連合で働く仲間のため、
子どもたちの未来のために、

応援していますので頑張ってください！！



2016年 1月 東 四 国 地 協

1月13日

富士通インフォテック労働組合
事業所前にて出勤時握手会を

させていただきました。

8:00

執行部・会社の皆さんと
意見交換会させていただきました。

10:50パナソニックエコソリューションズ
内装建材労働組合

「矢田わか子」の想いを
語っていただきました。

12:40

三菱電機労働組合 四国支社分会
三菱電機住環境システムズ労働組合中四国支部
三菱電機ビルテクノサービス労働組合四国支部
三菱電機システムサービス労働組合四国支部
パナソニックエコソリューションズ労働組合
富士電機労働組合四国分会
富士通インフォテック労働組合
FSCS労働組合

18:00

高松地区「矢田わか子」支援集会

働く人々の正義の味方
「矢田わか子」ヒーローを
FSCS労働組合は

全力で支援します！

F S C S 労 働 組 合

安心して働ける社会を実現する
矢田わか子さんを

全力で応援します！

子ども達の未来のために
全力で応援します！

「矢田さん ファイト！」

「ご安全に！ 矢田さんガンバッテ！
矢田わか子応援隊として

全力を尽くします！

三 菱 電 機 労 働 組 合 丸 亀 支 部
三菱電機エンジニアリングユニオン 丸亀支部
三菱電機ロジスティクス労働組合香川支部
三菱電機プラントエンジニア労働組合丸亀分会

三菱電機労連 四国地協


